
図１　危険性又は有害性から労働災害（健康障害を含む）に至るプロセス 

１　労働災害（健康障害を含む）が発生するしくみ
　「人（労働者）」が何らかの作業を行うときには、必ず危険性や有害性のある状況におかれますが、この
状況から労働災害（健康障害を含む）に至るプロセスは図１に示したとおりです。すなわち、「人」が「危
険性又は有害性」と接することによりリスクが発生し、その時、「安全衛生対策の不備」があると「労働災害」
へつながります。

リスクアセスメントの目的と効果 2 
リスクアセスメントの目的

　職場のみんなが参加して、職場にある危険の芽（リスク）とそれに対する対策の実情を知って、災害に至るリ
スクをできるだけ取り除き、労働災害が生じないような快適な職場にすること。

リスクアセスメントの効果

 ①　職場のリスクが明確になります。
 ②　職場のリスクに対する認識を管理者を含め、職場全体で共有できます。
 ③　安全対策について、合理的な方法で優先順位を決めることができます。
 ④　残されたリスクについて「守るべき決め事」の理由が明確になります。
 ⑤　職場全員が参加することにより「危険」に対する感受性が高まります。

リスクアセスメント導入の実施手順 3 
　リスクアセスメントを実施する場合、危険性又は有害性を具体的に特定することが重要な鍵となります。そこ
で、実施手順に入る前に、危険性又は有害性から労働災害（健康障害を含む）に至るプロセスについて理解
しましょう。
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